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単純作業におりる適正配置について
工藤市兵衛@鈴木達夫@桧広尚佳
On a Reasonable Arrangement of the Simple Work. 
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ヒ/ポド 20l!_Tl~j の梢 ~.ti I~;:+仙2:'l. :')28α=(j、%88
A 1' t 2011f-lの航 4.ti:=l ク .1，.7052β=()，9R4U 
α+β'/2=0.97印 f-y;
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¥'.11より
1.4548=A -O.l-ll Xl 悩l A -=o l .6:-~8 :Iog a=八、
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ピンオ 20[0J目白値 26.9 α~1. 169c 
A I'r 某 20凶円のi直 5.2 β=1.0945 
38. 808Xl.L32=43. 93 ;m)， log m=I.6425 
イb，1+Ib，[) / 2 ~0.126 IIbd) ， r~20の 11 ，'f log x;=ト却1
以上より
1.6425=A -0 .126Xl況1 :， Aキ1.806 (logα=AJ 
f/tってαは
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3. 実際曲線と理論曲線の誤差について究明する.
脚注
1. 現在行なわれているラインバランスの手法として
作業改善，作業の分割結合，中間ストックの利用と
して熟練度を加味した人員配置が行なわれている.
本報においては採用時において把握するととにな
る.
2. 一日で行なうととができる.
3. これは， 20回程度でバラツキが一定化するので多
くの資料を必要としないととになる.
